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昨
年
11
月
、日
本
経
済
新
聞
に

「
首
都
圏
で
住
ん
で
み
た
い
街
ラ

ン
キ
ン
グ
」が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、民
間
会
社
が
首
都
圏
に

住
む
人
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
実
施
し
た
調
査
と
の
こ
と
で

す
。結
果
は
、１
位
に
交
通
が
便
利

で
自
然
環
境
も
豊
か
だ
と
し
て
吉

祥
寺（
武
蔵
野
市
）が
２
年
連
続
で

選
ば
れ
ま
し
た
。２
位
の
自
由
が

丘（
目
黒
区
）も
２
年
連
続
。ま
ち

並
み
の
良
さ
や
洗
練
さ
れ
た
雰
囲

気
を
評
価
す
る
声
が
多
か
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。回
答
者
の
居
住
地

別
で
は
、都
内
に
住
む
人
は
23
区
、

多
摩
地
区
と
も
吉
祥
寺
を
１
位
に

選
び
、２
位
は
23
区
が
自
由
が
丘

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、多
摩
地
区

で
は
府
中
と
分
か
れ
た
と
の
記
事

で
し
た
。

　

都
市
間
の
競
争
は
激
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。本
市
は
財
政
力
で

は
優
位
に
あ
り
ま
す
が
、「
住
み
よ

さ
」で
も
評
価
さ
れ
る
べ
く
努
力

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
、朝
日
新
聞
社
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー「
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」が「
上
流
自

治
体
は
ど
こ
か
」と
い
う
首
都
圏

上
流
度
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
ま

し
た
が
、対
象
64
自
治
体
中
、本
市

は
千
代
田
区
、中
央
区
、文
京
区
、

武
蔵
野
市
、目
黒
区
、渋
谷
区
、港

区
に
次
い
で
第
８
位
と
い
う
す
ば

ら
し
い
格
付
け
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
住
む
・
暮
ら
す
」「
働
く
・
稼

ぐ
」「
育
て
る
」「
楽
し
む
・
生
き
が

い
」「
安
心
・
安
全
」の
５
分
野
で

の
、様
々
な
統
計
指
標
で
の
比
較

で
す
か
ら
、実
態
に
近
い
も
の
と

見
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

最
近
、本
市
の「
ブ
ラ
ン
ド
力
」

（
＝
格
付
け
）は
大
幅
に
上
昇
し
、

都
心
の「
ブ
ラ
ン
ド
地
区
」と
肩
を

並
べ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
至
っ
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
事
柄
で
す
。

府
中
市
の「
ブ
ラ
ン
ド
力
」

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
の
運
動
実

践　

毎
日
の
①
午
前
９
時
〜
11
時

半
、②
午
後
１
時
〜
３
時
半
・
③
４

時
〜
６
時
半
・
④
７
時
〜
９
時
半

（
②
は
健
康
度
測
定
日
を
除
く
、④

は
火
・
金
曜
日
の
み
）／
祝
日
、年

末
年
始
は
除
く

※
医
師
の
判
断
に
よ
っ
て
は
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、高
血
圧
、脳
卒
中
、心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
と
し
て
、

　

市
で
は
、高
血
圧
、脳
卒
中
、心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
と
し
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、運
動
不
足
や
栄
養
の
過
剰
摂
取
、喫
煙
、飲
酒
、ス
ト
レ
ス
な
ど

　

生
活
習
慣
病
は
、運
動
不
足
や
栄
養
の
過
剰
摂
取
、喫
煙
、飲
酒
、ス
ト
レ
ス
な
ど

の
積
み
重
ね
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
積
み
重
ね
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、各
種
検
査
を
基
に
健
康
度
を
測
定
し
、医
師
の
総
合
判
断
に
基
づ

　

こ
の
事
業
は
、各
種
検
査
を
基
に
健
康
度
を
測
定
し
、医
師
の
総
合
判
断
に
基
づ

い
て
個
人
の
状
態
に
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、健
康
増
進
を
図
る
も

い
て
個
人
の
状
態
に
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、健
康
増
進
を
図
る
も

の
で
す
。ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
の
運
動
実
践
に
は
運
動
指
導
員
が
つ
き
、必

の
で
す
。ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
の
運
動
実
践
に
は
運
動
指
導
員
が
つ
き
、必

要
に
応
じ
て
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
導
と
効
果
判
定
を
行
い
ま
す
。

要
に
応
じ
て
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
導
と
効
果
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
係（
３
６
８
・
５
３
３
８
）へ
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
係（
３
６
８
・
５
３
３
８
）へ
。

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象 

30
歳
以
上
の
方

▽
費
用 

下
の
表
の
と
お
り

▽
健
康
度
測
定（
予
約
制
）　

尿
・

血
液
・
肺
機
能
検
査
、身
体
測
定
、

安
静
・
負
荷
心
電
図
、血
圧
、体
力

測
定
、医
師
に
よ
る
総
合
判
断

○
１
次
測
定
…
火
・
金
曜
日（
月
２

回
程
度
）　

午
後
１
時
〜
４
時

○
２
次
測
定
…
１
次
測
定
の
翌
週

の
火
・
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
４

時

◆
主
な
記
事
◆

２・３面 …特集～府中の教育
４面 …平成18年度市民表彰
５面 …総合計画テーマ別提案を募集
６面 …「武蔵府中熊野神社古墳（国史跡）出土銀

ぎん

象
ぞう

嵌
がん

鞘
さや

尻
じり

金具他
一括品」を市の重宝に指定

　

市
で
は
、高
血
圧
、脳
卒
中
、心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
と
し
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、運
動
不
足
や
栄
養
の
過
剰
摂
取
、喫
煙
、飲
酒
、ス
ト
レ
ス
な
ど

の
積
み
重
ね
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、各
種
検
査
を
基
に
健
康
度
を
測
定
し
、医
師
の
総
合
判
断
に
基
づ

い
て
個
人
の
状
態
に
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、健
康
増
進
を
図
る
も

の
で
す
。ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
の
運
動
実
践
に
は
運
動
指
導
員
が
つ
き
、必

要
に
応
じ
て
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
導
と
効
果
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
係（
３
６
８
・
５
３
３
８
）へ
。

　トレーニング室を利用して
いる方からは、「始めたころに
比べると体力がつき、健康が
維持できていると感じる」「自
分に合った運動を実践できる
ほか、生活面については保健
師や栄養士の方に相談できる
ので安心」といった声が多く
聞かれます。
　どうぞ、ご利用ください。

▲ 

健
康
度
測
定
で
自
分
の
体
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

▲ 保健師による保健指導

　　健康づくり健康づくり始めませんか　　健康づくり

◆健康増進事業の利用料◆

区　分 市　民 市内在勤
の方 市外の方

健康度測定
１次 1,500円 2,000円 4,500円

２次 1,500円 2,000円 4,500円

トレーニング室 300円 400円 900円

生活
習慣病

予防で  元気にいきいきと
生活
習慣病

予防で  元気にいきいきと
生活
習慣病

予防で  元気にいきいきと

健
康
づ

くり
を支援します

健康増進事業健康増進事業



平成18年（2006年）６月11日 特集 ～府中の教育 2

府 中 の 教 育特特　集 府 中 の 教 育特　集
　

小
・
中
学
校
の
通
常
の
学
級
に

は
、学
習
面
や
生
活
面
で
特
別
な

教
育
支
援
が
必
要
な
軽
度
発
達

障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
が
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
存
在

に
教
員
が
で
き
る
だ
け
早
く
気
づ

き
、実
態
を
把
握
し
て
適
切
な
教

育
的
配
慮
を
す
れ
ば
、児
童
・
生
徒

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。そ
の
た

め
に
は
、す
べ
て
の
教
員
が
軽
度

発
達
障
害
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、組
織
的
に
児
童
・
生
徒
に
か

か
わ
る
た
め
の
校
内
支
援
体
制
を

整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

学
校
で
は
、校
内
委
員
会
を
設
置

し
、一
丸
と
な
っ
て
特
別
支
援
教
育

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養

成
に
努
め
ま
す
。ま
た
、教
育
委
員

会
を
含
む
学
校
外
か
ら
組
織
的
な

支
援
体
制
の
整
備
な
ど
を
進
め
ま

す
。

■
校
内
委
員
会
の
設
置

　

平
成
18
年
度
に
、す
べ
て
の
小
・

中
学
校
に
校
内
委
員
会
を
設
置

し
、特
別
な
教
育
的
配
慮
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
の
実
態
把
握
、個
別

指
導
計
画
の
作
成
、全
教
職
員
の

共
通
理
解
を
図
る
た
め
の
校
内
研

修
の
推
進
、関
係
機
関
と
の
連
携

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名

　

各
小
・
中
学
校
の
校

長
は
、豊
か
な
教
職
経

験
と
指
導
力
が
あ
り
、

保
護
者
か
ら
信
頼
が
厚

い
教
員
の
中
か
ら
、特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
指
名
し
ま

す
。

　

特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、次
の
役
割
を

担
い
ま
す
。

○
校
内
委
員
会
の
運
営

○
児
童
・
生
徒
の
実
態
把
握

○
保
護
者
、巡
回
指
導
員
・
巡
回
相

談
員
な
ど
と
の
連
携
・
協
力
を
図

り
、個
別
の
支
援
策
を
検
討

○
個
々
の
児
童
・
生
徒
の
個
別
指

導
計
画
の
作
成
、指
導
の
具
体
化

○
関
係
機
関
、専
門
家
な
ど
と
の

連
絡
・
調
整

■
個
別
指
導
計
画
と
教
育
支
援
計

画
の
作
成

　

現
在
、小
・
中
学
校
で
は
心
身
障

害
学
級
に
在
籍
、ま
た
は
通
級
し

て
い
る
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
の

個
別
指
導
計
画
を
作
成
し
、指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、通
常
の
学
級
の
教
員
を
対

象
に
研
修
会
を
実
施
し
、通
常
の
学

級
に
在
籍
し
、特
別
な
支
援
が
必
要

な
児
童・生
徒
の
個
別
指
導
計
画
を

作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、乳
幼
児
期
か
ら
学
校
卒

業
後
ま
で
の
一
貫
性
の
あ
る
支
援

を
行
う
た
め
に
、平
成
19
年
度
か

ら
、保
健
・
医
療
、福
祉
、労
働
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、一
人

ひ
と
り
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成

し
ま
す
。

■
副
籍
制
度
の
導
入
に
伴
う
交
流

の
実
施

　

都
が
進
め
る
副
籍
制
度
は
、原

則
と
し
て
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
中

で
希
望
す
る
児
童
・
生
徒
が
、居
住

地
の
小
・
中
学
校
に
副
次
的
な
籍

（
副
籍
）を
持
ち
、学
校
や
地
域
の

行
事
な
ど
で
の
交
流
や
小
・
中
学

　

特
別
支
援
教
育
は
、学
習
障
害
、注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
、高
機
能
自

閉
症
な
ど
の
軽
度
発
達
障
害
を
含
む
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
適
し
た
教
育
に
努
め
、能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
の

教
育
で
す
。

　

市
で
は
、障
害
者
基
本
法
の
一
部
改
正
、中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
や

都
の
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
、「
学
校
教
育
プ

ラ
ン
21
」に
基
づ
い
て
、特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
向
け
た
総
合
的
な
教

育
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、教
育
セ
ン
タ
ー（
３
３
３
・
０
８
５
２
）へ
。

平
和
を
願
う
思
い
と
と
も
に

折
り
鶴
を
原
爆
の
子
の
像
へ

◆編集　府中市教育委員会◆

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

●
生
涯
学
習
課
か
ら

●
生
涯
学
習
課
か
ら

学
校
に
お
け
る

教
育
体
制
の
整
備

校
の
日
常
の
学
習
活
動
へ
の
参
加

を
通
じ
て
、地
域
と
の
つ
な
が
り

の
維
持
を
図
る
も
の
で
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
市
内
の
都
立
養
護
学
校
と

小
・
中
学
校
と
の
交
流
活
動
に
つ

い
て
、小
学
校
３
校
、中
学
校
２
校

を
研
究
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、教

育
活
動
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

■
巡
回
相
談
員
に
よ
る
相
談

　

心
理
の
専
門
的
な
知
識
を
も
つ

４
人
の
巡
回
相
談
員
が
、担
当
校

を
定
め
て
、す
べ
て
の
小
学
校
を

月
３
〜
４
回
、定
期
的
に
訪
問
し

ま
す
。

　

巡
回
相
談
員
は
、支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
の
実
態
把
握
へ
の

助
言
、対
象
と
な
る
児
童
へ
の
指

導
内
容
・
方
法
に
対
す
る
助
言
、校

内
委
員
会
へ
の
助
言
、特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
支

援
、校
内
研
修
会
に
お
け
る
指
導
・

助
言
な
ど
を
通
し
て
学
校
を
支
援

し
ま
す
。

■
巡
回
指
導
員
に
よ
る
指
導

　

心
身
障
害
教
育
の
経
験
が
豊
か

な
３
人
の
巡
回
指
導
員
が
、巡
回

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

巡
回
指
導
員
は
、巡
回
相
談
員

と
連
携
し
て
、通
常
の
学
級
に
在

籍
し
て
い
る
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、教

室
内
で
の
学
習
支
援
や
個
別
の
指

導
、個
別
指
導
計
画
作
成
の
支
援
、

担
任
の
指
導
方
法
の
助
言
な
ど
を

行
い
ま
す
。

■
教
員
研
修
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
の
理
解
と
推
進

の
た
め
に
、す
べ
て
の
教
員
を
対

象
に
、計
画
的
・
継
続
的
に
研
修
を

行
い
ま
す
。平
成
18
年
度
は
、「
軽

度
発
達
障
害
」「
校
内
委
員
会
の

運
営
」「
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
を

都
や
都
立
養
護
学
校
と
連
携
し
て

実
施
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

教
育
を
推
進
す
る
た
め
に

　

市
で
は
、昭
和
61
年
８
月
に「
府

中
市
平
和
都
市
宣
言
」を
行
い
、平

和
を
誓
っ
て
か
ら
今
年
で
20
周

年
を
迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、「
未
来

へ
つ
な
ぐ
平
和
の
輪
」を

テ
ー
マ
に
実
施
す
る
府
中

市
平
和
都
市
宣
言
20
周
年

事
業
の
一
つ
と
し
て
、市

民
の
方
に
作
成
し
て
い
た

だ
い
た
折
り
鶴
を
、広
島

市
の「
原
爆
の
子
の
像
」へ

寄
贈
し
ま
す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
協
力
を
は
じ
め
、

市
役
所
や
各
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
設
置
し
た
折

教
育
委
員
会
の

取
組
み

　

府
中
市
美
術
館
の
１
階
は
、毎

年
２
回
、音
楽
ホ
ー
ル
に
変
わ
り
、

プ
ロ
の
音
楽
家
を
招
い
て
、美
術

と
音
楽
と
の
か
か
わ
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

美
術
と
音
楽
は
、同
じ「
芸
術
」の

仲
間
で
、相
性
が
よ
く
、互
い
に
引

き
立
て
あ
う
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
は
一
層
高
ま
り
ま
す
。府
中
市

美
術
館
で
は
、展
覧
会
に
合
わ
せ

て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
現
代
音

楽
ま
で
、様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
、企
画
展「
ベ
ル

ギ
ー
近
代
の
美
」に
関
連
し
て
、

「
フ
ラ
ン
ド
ル
の
調
べ
〜
15
世
紀

の
ミ
サ
」と
題
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

千
年
以
上
歌
い
継
が
れ
て
き
た
グ

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
と
、フ
ラ
ン

ド
ル
出
身
の
作
曲
家
に
よ
る

声
楽
曲
の
ア
カ
ペ
ラ
が
響
き

渡
り
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
は
時
空
を
超
え
て
よ
み
が

え
っ
た
当
時
の
荘
厳
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、12
月
に
は
、大
正
琴

と
オ
ン
ド
マ
ル
ト
ノ（
１
９

２
０
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
開

発
さ
れ
た
電
気
楽
器
）の
演

奏
に
３
人
の
舞
踏
家
に
よ
る
踊
り

を
組
み
合
わ
せ
た
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
を
上
演
し
ま
し
た
。映
写

機
か
ら
の
映
像
が
月
明
か
り
の
よ

う
に
場
内
を
照
ら
し
出
す
中
を
、３

人
の
舞
踏
家
た
ち
が
ゆ
っ
く
り
と

時
を
紡
い
で
い
く
様
子
は
、と
て
も

幻
想
的
で
し
た
。

　

今
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン

サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、今
後「
広
報

ふ
ち
ゅ
う
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、府
中
市
美
術
館（
３

３
６
・３
３
７
１
）へ
。

り
鶴
の
回
収
箱
に
は
、現
在
、10
万

羽
を
越
え
る
折
り
鶴
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
折
り
鶴
は
、折
り
紙

を
学
習
し
て
い
る
自
主
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
協
力
で
、一
つ
一
つ
糸
に

通
し
、千
羽
ず
つ
に
ま
と
め
て「
原

爆
の
子
の
像
」へ
寄
贈
し
ま
す
。

　

今
後
も
、市
民
一
人
ひ
と
り
が

平
和
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
、平
和
バ
ス
ツ
ア
ー

や
映
画
会
、平
和
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
様
々
な
事
業
を
行
い
ま
す
。ま

た
、小
・
中
学
生
の
市
民
を
対
象
に

「
平
和
」を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
を
募

集
し
、作
品
を
市
民
作
品
展
に
展

示
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
参
加
し
て
、平

和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

問
合
せ
は
、生
涯
学
習
課
企
画

振
興
係（
３
３
５
・
４
４
６
３
）へ
。

▲

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
教
育
を

▲ 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の

舞
台
の
様
子

▲ 「フランドルの調べ」に聴き入る
聴衆

▲ 平和への願いを込めて

●
府
中
市
美
術
館
か
ら

●
府
中
市
美
術
館
か
ら

美
術
館
が
音
楽
ホ
ー
ル
に
変
身

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
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■本宿町遺跡
　市内には、縄文時代のムラの跡が
いくつか発見されています。代表的
な遺跡として、白糸台遺跡、清水が丘
遺跡、大國魂神社裏遺跡、武蔵台遺跡
などが、いずれもハケと呼ばれる崖
線の縁辺に残されていますが、本宿
町遺跡も同様のムラのひとつです。
　かつて五小の工事の際に、縄文土

器などが出土したことから、この付
近に縄文時代の遺跡が存在すること
が知られていました。平成元～２年
にかけて行った第五学童クラブの発
掘調査では、縄文時代の竪

たて

穴
あな

建物跡
や縄文土器、土偶などが出土し、縄文
時代中期の初めから中頃（約5000年
前）のムラの跡であることが判明し
ました。

　現在の調査で、遺跡は崖
線の上、五小の西側付近約
80メートル四方に広がって
いることがわかってきて
います。縄文時代中期の掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物の柱穴群や土坑
（墓穴や貯蔵穴などの掘り
こみ）を取り囲むように竪
穴建物跡８棟が見つかって
いて、縄文土器や土偶、耳飾
り、打製石

せき

斧
ふ

や石
せき

鏃
ぞく

（矢尻）

などの石器も多数出土していま
す。また、さらに古い縄文時代初
頭（約12000年前）の土器も出土
しています。
　現在でも、崖線下にはムラが
営まれる要因となったと考えら
れる豊富な湧水がみられます。
■土偶とは
　土偶は土製の人形で、縄文時
代中期の初めのものでは、女性、特に
妊婦をかたどったものが多くみられ
ます。
　本宿町遺跡では、以前の調査で出
土したものも含めて15点の出土があ
ります。多摩川左岸の武蔵野台地の
遺跡で、本宿町遺跡程度の狭い範囲
にこれほど多く出土した例はほかに
はありません。立体的なつくり、ハー
ト形をした顔、つり上った目、かっぱ
形の頭形、出尻となるでん部の特徴
は、関東地方西南部から中部（甲信）
地方、北陸地方に広く分布する土偶
に共通するものです。いずれも頭、胴
体、手足がもぎ取られ、全身の完全な
形を保ったものは一点もありませ
ん。
　どこの遺跡でも完全な形で出土す

る事はごくまれで、使用された後、意
図的に壊されているようです。ここ
に土偶の用途についてのヒントが秘
められているようで、安産を祈念す
るための依

より

代
しろ

、あるいは地母神信仰
の対象として製作されたなどが考え
られますが、その目的や具体的にど
のように用いられていたものかはわ
かっていません。
　西府土地区画整理事業地区の発掘
調査は、現在も引き続き事業地内で
行なっています。
　なお、現在、本宿町遺跡の土偶は、
郷土の森博物館で一部展示してい
ます。また、本宿町遺跡、御嶽塚古墳
群については、「新版府中市の歴史」
にも収録していますのでご覧くださ
い。

友
達
を
つ
く
ろ
う　

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　西府町１丁目、本宿町１丁目の西府土地区画整理事業地区では、ＪR南武
線西府駅（仮称）の開設に伴い発掘調査を実施し、縄文時代中期のムラの跡
（本宿町遺跡）、新発見となった埴

は に わ

輪を出土した古墳時代後期の古墳群（御嶽
塚古墳群）、鎌倉・室町時代の溝など多くの成果がありました。
　今回は、縄文時代中期のムラの跡と土偶を中心に紹介します。
　問合せは、文化財担当（３３５・４４７３）へ。

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、地
域
の
触

れ
合
い
を
促
進
す
る
た
め
、子
供

が
安
全
に
安
心
し
て
遊
べ
る
場
、

子
育
て
中
の
保
護
者
の
交
流
の
場

と
し
て
、保
護
者
の
自
主
的
な
触

れ
合
い
と
責
任
の
も
と
に
、幼
稚

園
の
園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

自
由
で
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
環

境
の
中
で
、

友
達
の
輪
を

広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
時　

毎

週
月
・
火
・

木
・
金
曜
日

の
午
後
２
時

〜
４
時（
休

園
日
を
除

く
）

※
園
の
行
事

　

Ｙ
Ａ（
Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ　

Ａ
ｄ
ｕ

ｌ
ｔ
＝
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
）と
は
、

13
歳
か
ら
19
歳
の「
若
い
大
人
」を

意
味
す
る
言
葉
で
す
。

　

市
で
は
、中
央
図
書
館
を
は
じ

め
、白
糸
台
・
西
府
・
紅
葉
丘
・
桜
通

り
図
書
館
に
Ｙ
Ａ
向
け
の
本
を
取

り
そ
ろ
え
た「
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」を

設
置
し
ま
し
た
。こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
は
、感
性
の
豊
か
な
Ｙ
Ａ
世
代

に
お
薦
め
の
本
や
同
世
代
の
主
人

公
が
活
躍
す
る
本
、中
学
・
高
校
生

向
け
の
歴
史
や
科
学
の
本
、進
路

案
内
な
ど
様
々
な
分
野
の
本
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
・
高
校
生

の
読
書
離
れ
を

心
配
す
る
声
を

耳
に
し
ま
す
が
、

最
近
で
は
Ｙ
Ａ

コ
ー
ナ
ー
を
目
指

し
て
来
館
す
る
利

用
者
も
増
え
て
い

ま
す
。中
学
・
高
校

生
か
ら
は
、「
Ｙ
Ａ

コ
ー
ナ
ー
が
で
き

て
読
み
た
い
本
が

　「子供を安心して遊ばせる
場所が少ない」「家でテレビや
ゲームばかりしている」と悩ん
でいる方も多いのではないで
しょうか。
　園庭開放は、在園児だけでなく、未就園のお子さ
んや保護者にとっても「安全な遊び場」として、役
立つのではないかと思います。
　矢崎幼稚園では、お母さんの会による、楽しいイ
ベントも企画しています。
　公園や住宅に囲まれた静かな環境の中、安全に
伸び伸び遊べる矢崎幼稚園の園庭開放に、ぜひ、遊
びに来てください。

な
ど
に
よ
り
開
放
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象 

小
学
校
入
学
前
の
乳
幼

児
と
保
護
者

▽
費
用 
無
料

▽
問
合
せ 

矢
崎
幼
稚
園（
３
６

５
・
２
６
５
４
）、み
ど
り
幼
稚
園

（
３
６
５
・
５
８
３
５
）、小
柳
幼
稚

園（
３
６
５
・５
７
０
９
）

探
し
や
す
く
な
り
、次
々
と
借
り

て
読
ん
で
い
ま
す
」と
好
評
で
す
。

ま
た
、小
学
校
教
諭
の
方
は
、「
新

し
い
本
が
次
々
と
置
か
れ
る
の

で
、図
書
選
定
の
参
考
に
な
り
ま

す
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
の
な
い
地
区
図

書
館
で
も
、Ｙ
Ａ
の
本
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、お
問
い

　

市
で
は
、平
成
８
年
度
か
ら

子
供
の
人
権
問
題
の
解
消
に
対

応
す
る
た
め「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
相
談
電
話
番
号
カ
ー
ド
」を

作
成
し
、小
・
中
学
生
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
に
書
か
れ
て
い

る
番
号（
０
１
２
０
・
14
・
３
８

７
１
）に
か
け
る
と
、友
達
の
こ

と
、い
じ
め
・
不
登
校
、学
校
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、無
料
で

電
話
相
談
が
で
き
ま
す
。相
談

に
は
、人
権
擁
護
委
員
が
24
時

間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
功
績
に
対
し
て
、

次
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
々
に

東
京
法
務
局
か
ら
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
塚
本
貞
男（
平
成
15
年
３
月

31
日
退
任
）

○
井
出
信
子（
平
成
16
年
12
月

31
日
退
任
）

○
比
留
間
洋
子（
現
任
）

　

問
合
せ
は
、教
育
セ
ン
タ
ー

（
３
６
４
・
４
１
０
８
）へ
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｙ
Ａ
世
代
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、大
人
ま
で
楽
し
め
る

本
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
、Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、中
央
図
書
館（
３
６

２
・８
６
４
７
）へ
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

一
人
で
悩
ま
な
い
で
電
話
を

電
話
を

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談

電
話
番
号
カ
ー
ド

電
話
番
号
カ
ー
ド

一
人
で
悩
ま
な
い
で
電
話
を

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談

電
話
番
号
カ
ー
ド

●
学
務
保
健
課
か
ら

●
学
務
保
健
課
か
ら

▲縄文時代の竪穴建物（住居）跡

▲ 土偶の頭部と胴部
▲

土
偶（
足
）の
出
土
状
態

矢崎幼稚園PTA会長
赤松由紀さん

「安全な遊び場」「安全な遊び場」
のひとつとしてのひとつとして

▲

 

中
学
・
高
校
生
に
人
気
の
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー

▲

子
供
が
楽
し
く
安
全
に
遊
べ
る
場
に

若
い
大
人
た
ち
の
た
め
に

Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

●
図
書
館
か
ら

●
図
書
館
か
ら

文化財担当から文化財担当から文化財担当から
「西府土地区画整理事業地区」発掘調査速報「西府土地区画整理事業地区」発掘調査速報「西府土地区画整理事業地区」発掘調査速報

本宿町遺跡から本宿町遺跡から
　　　　　縄文時代中期の土偶が出土　　　　　縄文時代中期の土偶が出土
本宿町遺跡から本宿町遺跡から
　　　　　縄文時代中期の土偶が出土　　　　　縄文時代中期の土偶が出土
本宿町遺跡から
　　　　　縄文時代中期の土偶が出土
本宿町遺跡から
　　　　　縄文時代中期の土偶が出土

多摩地域北部では最多多摩地域北部では最多多摩地域北部では最多
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市
で
は
、市
政
の
発
展
と
市
民

生
活
や
文
化
の
向
上
な
ど
、様
々

な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々

を
、府
中
市
表
彰
条
例
に
基
づ
い

て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
市
民
表
彰
は
、

５
月
30
日
に
行
い
、７
つ
の
功
労

分
野
で
、35
人
の
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、秘
書
課（
３
３
５
・

４
０
１
５
）へ
。

（
順
不
同
、敬
称
略
）

■
自
治
功
労

▽
野
中
康
雄（
法
律
相
談
員
）

▽
石
川
昌
史（
自
治
会
長
）

▽
植
木　

敦（
自
治
会
長
）

▽
佐
藤
定
雄（
自
治
会
長
）

▽
堀
江
英
次（
自
治
会
長
）

■
社
会
福
祉
功
労

▽
伊
藤
凖
子（
民
生
委
員
・
児

童
委
員
・
社
会
福
祉
委
員
）

▽
伊
藤
璋
子（
民
生
委
員
・
児

童
委
員
・
社
会
福
祉
委
員
）

▽
倉
林
政
夫（
保
護
司
）

35
人
の
方
々
を
表
彰

平
成
18
年
度
市
民
表
彰

委
員
を
委
嘱

総
合
計
画
審
議
会

委
員

▽
杉
本
ケ
イ
子（
保
護
司
）

▽
松
村
正
雄（
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

■
安
全
対
策
功
労

▽
五
味　

弘（
消
防
団
員
）

▽
西
村
保
德（
消
防
団
員
）

▽
山
田　

洋（
消
防
団
員
）

▽
吉
野
延
行（
消
防
団
員
）

■
教
育
功
労

▽
梅
田　

誠（
青
少
年
対
策
地
区

委
員
）

■
労
働
精
励

▽
柏
木
三
郎（
自
転
車
組
立
・
修
理

工
）

▽
堀
田
忠
枝（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

品
鉄
筋
工
）

▽
田
中
善
雄（
植
木
職
）

▽
立
石
一
郎（
理
容
師
）

▽
島　

保
夫（
塵
芥
収
集
作
業
員
）

▽
中　

龍
男（
塵
芥
収
集
作
業
員
）

▽
佐
川
弘
敏（
廃
品
分
別
作
業
員
）

▽
市
村
良
知（
農
業
従
事
者
）

■
産
業
功
労 

▽
伊
藤
龍
男（
商
工
業
の
育
成
発

展
）

▽
遠
藤
勝
久（
商
工
業
の
育
成
発

　

総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
に
、

次
の
方
々
が
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、企
画
課
総
合
計
画

担
当（
３
３
５
・
４
０
３
７
）へ
。

■
総
合
計
画
審
議
会
委
員

（
50
音
順
、敬
称
略
）

※
◎
は
会
長
、○
は
副
会
長
で
す
。

【
市
議
会
議
員
】

▽
池
田
茂
二（
武
蔵
台
）

▽
杉
村
康
之（
栄
町
）

▽
鈴
木
錦
治（
是
政
）

▽
隆　

ミ
ワ
子（
新
町
）

▽
高
野
律
雄（
南
町
）

▽
服
部
ひ
と
み（
浅
間
町
）

▽
村
木　

茂（
寿
町
）

【
教
育
委
員
】

▽
植
草
舒
子（
紅
葉
丘
）

【
農
業
委
員
】

▽
小
牧
貞
男（
西
原
町
）

【
公
共
的
団
体
の
役
員
】

▽
飯
村　

弘（
八
王
子
市
）

▽
伊
藤
敏
春（
寿
町
）

▽
上
野
雅
代（
浅
間
町
）

▽
大
草
郁
子（
新
町
）

▽
大
室
容
一（
宮
町
）

▽
木
村
陽
子（
府
中
町
）

▽
高
橋
一
夫（
八
幡
町
）

▽
伊
達
和
男（
府
中
町
）

▽
夏
目
き
の
え（
押
立
町
）

▽
平
林
竹
一（
是
政
）

▽
村
越
ひ
ろ
み（
新
町
）

▽
山
上
義
人（
寿
町
）

【
学
識
経
験
者
】

▽
朝
岡
幸
彦（
白
糸
台
）

▽
奥　

真
美（
八
王
子
市
）

▽
児
玉
敏
雄（
府
中
町
）

▽
鈴
木
智
美（
調
布
市
）

○
鈴
木
眞
理
子（
住
吉
町
）

▽
備　

邦
彦（
晴
見
町
）

◎
髙
見
澤
邦
郎（
町
田
市
）

　

市
で
は
、環
境
問
題
の
改
善
の

た
め
に
、市
内
の
環
境
を
監
視
し

て
い
ま
す
。平
成
17
年
度
に
実
施

し
た
監
視
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

問
合
せ
は
、環
境
保
全
課
公
害

係（
３
３
５
・
４
１
９
６
）へ
。

■
大
気
汚
染
の
状
況

　

大
気
汚
染
は
、市
内
５
か
所（
朝

日
・
押
立
・
武
蔵
台
・
四
谷
局
、市
役

所
）で
監
視
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

主
要
幹
線
道
路
の
周
辺
は
、大
気

環
境
測
定
車「
お
お
ぞ
ら
号
」で
測

定
し
て
い
ま
す
。

▽
一
酸
化
炭
素

　

す
べ
て
の
測
定
局
で
測
定
開
始

以
来
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

▽
二
酸
化
窒
素

　

す
べ
て
の
測
定
局
で
環
境
基
準

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

▽
浮
遊
粒
子
状
物
質

　

す
べ
て
の
測
定
局
で
環
境
基
準

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

▽
酸
性
雨

　

自
動
測
定
機
と
市
民
の
方
の
協

力
で
測
定
し
て
い
ま
す
。測
定
機

の
年
平
均
値
は
ｐ
Ｈ
５
・
３
、市
民

調
査（
８･

９
月
）で
は
ｐ
Ｈ
４
・
４

で
、酸
性
雨（
ｐ
Ｈ
５
・
６
以
下
）が

観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
水
質
汚
濁
の
状
況

▽
多
摩
川

　

重
金
属
な
ど
の
有
害
物
質
は
環

境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

生
活
排
水
が
主
な
原
因
と
な
る
Ｂ

Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

は
、12
月
か
ら
３
月
に
市
内
上
流

で
、４
・
５
・
１
・
２
月
に
市
内
下
流

で
環
境
基
準
を
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、大
腸
菌
群
数
は
７
月
か
ら

３
月
に
環
境
基
準
値
を
上
回
る
地

点
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
地
下
水

　

市
の
監
視
用
井
戸
で
あ
る
旧
武

蔵
台
２
号
水
源
井
で
、ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
が
環
境
基
準
値
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
の
、新
た
な
汚
染
源
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、平
成
18
年
度

も
引
き
続
き
監
視
を
行
い
ま
す
。

な
お
、旧
武
蔵
台
２
号
水
源
井
の

水
は
、水
道
に
は
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

■
騒
音
・
振
動
の
状
況

　

甲
州
街
道
や
鎌
倉
街
道
、府
中

街
道
な
ど
の
市
内
15
地
点
で
毎
年

４
月
か
ら
12
月
の
時
期
に
騒
音
、

委
員
を
選
任

健
診
事
業
評
価

検
討
協
議
会
委
員

　

健
診
事
業
評
価
検
討
協
議
会
の

委
員
に
、次
の
方
々
が
６
月
１
日

付
け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
分

館
成
人
保
健
係（
３
６
８
・
６
５
１

１
）へ
。

■
健
診
事
業
評
価
検
討
協
議
会
委

員

（
50
音
順
、敬
称
略
）

【
公
募
市
民
】

▽
佐
藤
圭
一（
四
谷
）　

▽
梨
木
紀
子（
新
町
）

▽
野
川
豊
子（
清
水
が
丘
）

【
学
識
経
験
者
】

▽
尾
崎
哲
則（
日
本
大
学
教
授
）

▽
宮
崎
義
憲（
東
京
学
芸
大
学
教

授
）

【
医
療
・
保
健
関
係
】

▽
田
口
俊
夫（
府
中
市
医
師
会
会

長
）

▽
渡
邉　

信（
府
中
市
歯
科
医
師

会
理
事
）

【
国
民
健
康
保
険
関
係
】

▽
田
中
一
哉（
国
民
健
康
保
険
中

央
会
審
議
役
）

【
健
診
事
業
関
係
】

▽
井
村
總
一（
都
多
摩
が
ん
検
診

セ
ン
タ
ー

所
長
）

【
母
子
保
健
関
係
】

▽
塚
原
洋
子（
杏
林
大
学
教
授
）

【
職
域
団
体
】

▽
柳
林
幸
子（
日
本
電
気
保
健
師
）

【
関
係
行
政
】

▽
岩
野
恵
子（
都
福
祉
保
健
局
健

康
推
進
課
長
補
佐
）

環
境
問
題
の
改
善
の
た
め
に

平
成
17
年
度

環
境
監
視
結
果

■
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

○
市
内
に
住
み
、市
内
に
住
民
票
、

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
が
あ
る

こ
と

○
現
に
同
居
、ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

○
世
帯
の
総
所
得
額
が
下
の
表
１

の
所
得
制
限
額
以
下
で
あ
る
こ
と

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

○
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

▽
募
集
戸
数　

３
戸

■
市
民
住
宅（
中
堅
所
得
者
向
け
）

空
き
家
入
居
登
録
者
募
集

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

○
市
内
に
住
み
、市
内
に
住
民
票
、

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
が
あ
る

こ
と

○
現
に
同
居
、ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

○
世
帯
の
総
所
得
額
が
右
下
の
表

２
の
所
得
基
準
額
内
で
あ
る
こ
と

○
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

○
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

▽
募
集
戸
数　

１
戸

◇　
　

◇　
　

◇

▽
申
込
書
配
布
期
間　

６
月
12
日

（
月
）か
ら
20
日（
火
）

▽
配
布
場
所
・
時
間　

市
役
所
４

階
住
宅
勤
労
課
、白
糸
台
・
西
府
文

化
セ
ン

タ
ー

…
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、市
政
情
報

展
）

▽
大
間
美
知
子（
商
工
業
の
育
成

発
展
）

▽
熊
谷
三
郎（
商
工
業
の
育
成
発

展
）

■
寄
付
行
為

▽
松
島
正
子（
福
祉
基
金
へ
の
寄

付
）

▽
岩
本
拓
郎（
美
術
作
品
の
寄
贈
）

▽
大
庭
ゑ
ち（
美
術
作
品
の
寄
贈
）

▽
坂
本
佳
子（
美
術
作
品
の
寄
贈
）

▽
佐
藤
美
喜
子（
美
術
作
品
の
寄

贈
）

▽
竹
下　

都（
美
術
作
品
の
寄
贈
）

▽
山
田
正
亮（
美
術
作
品
の
寄
贈
）

▽
米
津
吉
雄（
美
術
作
品
の
寄
贈
）

セ
ン

タ
ー

…
午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時
半

※
市
営
住
宅
は
、市
役
所
東
側
玄

関（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時

半
〜
午
後
５
時
）で
も
配
布
し
ま

す
。

※
市
役
所
以
外
の
配
布
場
所
は
、

申
込
書
が
な
く
な
り
次
第
配
布
を

終
了
し
ま
す
。

住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
方
へ

市
営
住
宅
入
居
者
・
市
民

住
宅
入
居
登
録
者
募
集

▽
申
込
み　

郵
送
で
、６
月
20
日

（
火
）ま
で
の
消
印
が
あ
り
、６
月

22
日（
木
）ま
で
に
、住
宅
勤
労
課

に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
付

※
詳
し
く
は
、申
込
み
の
し
お
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

住
宅
勤
労
課
住
宅
係

（
３
３
５
・
４
４
５
７
）

振
動
を
測
定
し
て
い
ま
す
。騒
音

は
、交
通
量
の
多
い
甲
州
街
道
な

ど
の
主
要
幹
線
道
路
わ
き
で
環
境

基
準
を
超
え
て
い
ま
す
。振
動
は
、

振
動
規
制
法
の
要
請
限
度
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

■
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

▽
村
上
由
利
子（
杉
並
区
）

【
市
の
職
員
】

▽
中
島
信
一（
宮
西
町
）

　サッカーのワールド
カップドイツ大会に、新
たに、ＦＣ東京の茂庭照
幸選手（ＤＦ）が日本代表
として選出されました。
　茂庭選手は「自分自身
のためにも、チームのた
めにも必死になって頑張
りたい」と試合に向けた
意気込みを語ってくれま
した。

状
況

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
は
、

市
内
５
か
所（
朝
日
・
押
立
・
武
蔵

台
・
四
谷
局
、市
役
所
）で
２
月
に

実
施
し
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
測

定
局
で
環
境
基
準
値
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

写真提供：ＦＣ東京

サッカー・ワールドカップ日本代表に選出サッカー・ワールドカップ日本代表に選出サッカー・ワールドカップ日本代表に選出

茂庭照幸茂庭照幸選手選手茂庭照幸選手

F C東京

◆市営住宅所得制限額◆ （表１）

家族数 一般世帯 障害者等世帯

２人 2,780,000円 3,596,000円

３人 3,160,000円 3,976,000円

４人 3,540,000円 4,356,000円

５人 3,920,000円 4,736,000円

６人 4,300,000円 5,116,000円

７人以上 １人増すごとに、380,000円を加算

◆市民住宅所得基準額◆ （表２）

家族数 所得金額

２人 2,780,001～7,592,000円

３人 3,160,001～7,972,000円

４人 3,540,001～8,352,000円

５人 3,920,001～8,732,000円

６人 4,300,001～9,112,000円

７人以上 １人増すごとに、380,000円を加算

▲日ごろの功績をたたえて
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馬場大門のケヤキ並木保存管
理計画策定委員会委員を募集
　市のシンボルで、ケヤキ並木として
は国内唯一の国指定天然記念物である
「馬場大門のケヤキ並木」の保存管理計
画策定委員会の委員を募集します。
▽任期 ７月から平成19年３月
▽対象 市民
▽募集人員　４人以内
▽申込み ６月23日（金）まで（必着）
に、「ケヤキ並木を未来へ残すための私
の提言」を1200字以内にまとめて、住
所、氏名（ふりがな）、年齢、職業、電話番
号を記入して、生涯学習部文化財担当
（〒183－0056寿町１の５）へ／持参可
／応募文書は返却しません／選考結果
は７月初旬に郵送で通知
▽問合せ　文化財担当（３３５・４４７
３）

高倉保育所
子育てひろば「ひかりの広場」
▽日時　７月からの毎月第２・４水曜
日　午前10時～11時半
▽会場　高倉保育所
▽対象 就学前の乳幼児と親
▽定員 先着各20組
▽費用　無料（材料費などが別に必要）
▽内容 親子交流、子育てサークルの

育成、子育て相談、工作ほか
▽申込み 開催日の２週間前から、
電話で高倉保育所へ
▽問合せ 高倉保育所（３３０・２０
０５）

子育てひろば「ほののぼ」

　市立幼稚園の空き教室を利用し
て、０～３歳児を在宅で育てている
親子を対象にした子育てひろば事業
を、７月から月ごとに年齢を分けて
実施します。
▽日時 ７月５日（水）から27日（木）
午前10時～正午（全６回）
▽会場 矢崎幼稚園
▽対象 ０歳児と親
▽定員 先着10組
▽費用 無料
▽内容 親子交流、子育ての相談・情
報提供ほか
▽申込み ６月12日（月）から、子育
て支援課へ
▽問合せ 子育て支援課推進係（３
３５・４１９２）

青少年健全育成の標語募集

▽対象 市民、市内在勤・在学の小学
生以上の方
▽作品の規格　「あいさつ」をテーマ
にした標語／未発表の作品で１人１
点
▽申込み ９月11日（月）まで（当日

消印有効）に、はがきに標語、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、職業、または学
校名・学年を記入して、〒183－8703
子ども家庭部児童青少年課へ／持参
可／市内在学の小・中学生は各学校
へ
▽発表・表彰　10月下旬を予定／入
選者には賞状と記念品を贈呈
※作品の版権は市に帰属し、作品は
返却しません。
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

交通安全標語コンクール
作品募集

▽対象 市民、市内在学の小・中学生
▽作品の規格　「交通事故防止」を

テーマにした標語／未発表の作品で１
人１点
▽申込み ９月30日（土）まで（当日消
印有効）に、はがきに標語、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、職業、または学校名・
学年、電話番号を記入して、〒183－87
03環境安全部地域安全対策課へ／持
参可／市内在学の小・中学生は各学校
へ
▽発表・表彰　平成19年４月上旬開催
予定の「交通安全市民のつどい」で発表
／入選者には賞状と記念品を贈呈
※作品の版権は市に帰属し、作品は返
却しません。
▽問合せ 地域安全対策課安全係（３
３５・４１４７）

■開業支援セミナー　６月24日（土）
午前10時～午後４時　むさし府中
商工会議所／無料／内容は開業の成
功事例、事業・資金計画、個別相談ほ
か／講師は喜多村洋子氏（経営コン
サルタント）／申込みは６月21日
（水）までに、同会議所へ／問合せも
同会議所（362・6421）へ
■ソシアルダンスパーティー　６月
11日（日）午後６時半～９時　府中グ
リーンプラザ／費用1000円／主催
は府中市ソシアルダンス連合／申込
み・問合せは今鷹宅（364・4777）へ
■三曲演奏会「日本の調べ」　６月25
日（日）午後１時～３時半　中央文化
セン
ター／無料／内容はこと・三弦・尺八の
演奏／主催は府中市三曲協会／問合
せは宮﨑宅（362・8855）へ
■府中市俳句連盟句会　毎月第１日
曜日…初心句会・第２日曜日…例会
　午後１時　府中グリーンプラザ／
費用１回500円／申込み・問合せは
同連盟・竹村あて（362・7481）へ
■東京土建住宅デー　６月25日（日）
午前10時～午後３時　大國魂神社ほ

か／小雨実施／内容は無料住宅相談、
包丁研ぎ、まな板削りほか／問合せ
は同土建府中国立支部（363･6554）
へ
■東京土建住宅なんでも110番　６
月25日までの毎週土・日曜日　午前
10時～午後４時／内容は地震対策、
シックハウスなど住宅についての電
話相談／相談・問合せは同土建（01
20・187514）へ
■美ふじ会舞踊講習会　６月25日
（日）午後１時半～３時半　片町文化
セン
ター／無料／内容は「三味線ブギウギ」
を踊る／当日直接会場へ／問合せは
関川宅（366・2870）へ
■学習会｢教育基本法～変える、と言
う前に立ち止まって考えてみません
か？」　６月24日（土）午後６時半～
９時　府中グリーンプラザ／費用300
円（資料代）／内容はデンマークでの
体験を通して教育基本法を語る、教
育基本法の改正案を考えるほか／講
師は浪本勝年氏（立正大教授）ほか／
問合せは子どもと教科書を考える府
中の会・大山あて（327・5347）へ
■日常英会話無料体験学習会　６月
13日・20日（火）午後１時半～３時　
生涯学習セン

ター／参加はいずれか１日／

主催はＹＯＵ＆Ｉ／申込み・問合せ
は中島宅（361・9896）へ
■映画会「アレクセイと泉」　７月４
日（火）午前10時～正午　府中グリー
ンプラザ／費用1000円／内容はチェ
ルノブイリ原発事故から本当の豊か
さを考える／託児あり（予約制・300
円）／主催は多摩友の会／申込みは
電話、またはＦＡＸで関宅へ／問合
せも同宅（368・7125＝ＦＡＸ同番）
へ
■吟詠吟舞鴻水流発表会　６月18
日（日）午前11時　府中の森芸術劇
場／無料／定員50人／出演は清水源
翁ほか／演目は石童丸、胄山歌、大楠
公ほか／問合せは清水宅（368・6600）
へ
■浅間山の山ゆりの手入れ　６月
17日（土）午前10時～11時半　浅間
山あずまや集合／雨天の場合は18日
（日）／内容は７月に咲く山ゆりの開
花に備えた除草ほか／軍手・用具な
どは浅間山自然保護会で用意／問合
せは同会・山内あて（363・5868）へ

■府中市美術館サポートスタッフ

▽テーマ
○健康・福祉について
○生活・環境について
○文化・学習について
○都市基盤・産業について
○行財政運営について
▽提出方法　８月31日（木）まで
（必着）に、住所、氏名、テーマ、提案

みんなでつくる総合計画
テーマ別提案を募集

あなたの声を
聞かせてください

　市では、平成20年度からの第５次府中市総合計画後期基本計画の策定
を進めています。
　この基本計画に、市民の皆さんの意見を反映させるため、次の５つの
テーマで提案を募集します。
　皆さんの感じている市の課題、課題を解決するための施策案、行政のあ
り方などについて、提案をお寄せください。
　お寄せいただいた提案は、基本計画策定のための資料として活用させて
いただきます。

を記入して、〒183－8703総務部企画
課「総合計画私の提案」係へ／ＦＡＸ
（３３６・６１３１）、または電子メー
ル（kikaku10@city.fuchu.tokyo.jp）で
の提出可
▽問合せ 企画課総合計画担当（３
３５・４０３７）

募集　活動は平成19年３月31日（土）
まで／対象は18歳以上の美術館ボラ
ンティアに関心のある方／内容は教
育普及事業、広報宣伝などの美術館
業務の補助／申込みは決められた用
紙（同館に用意）で同館（〒183－0001
浅間町１の３）へ／ＦＡＸ（335・75
76）可／問合せも同館（336・3371）へ
■郷土の森博物館夏休みアルバイト
募集　勤務は夏休み中の午前９時～
午後５時／対象は週３日以上勤務で
きる18歳以上の学生（高校生不可）／
内容は一般事務、販売業務／申込み
は６月18日（日）まで（12日を除く）
に、写真をはった履歴書を同館へ（郵
送不可）／問合せも同館（368・7921）
へ
■都介護支援専門員実務研修受講試
験　試験日は10月22日（日）／申込
みは簡易書留郵送で６月21日（水）
から７月20日（木）まで（当日消印有
効）に、決められた用紙（市役所１階
高齢者支援課、社会福祉協議会に用
意）で都高齢者研究・福祉振興財団
（〒162－0823新宿区神楽河岸１の
１セントラルプラザ14階）へ／問合
せも同財団（03・5206・8735）へ
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平成18年度市（都）民税
納税通知書を発送

　６月２日に、平成18年度市（都）民税
納税通知書を発送しました。対象は、納
税通知書により個人で納める方です。
　内容について不明な点がある方、ま
だ納税通知書が届いていない方は、市
民税課へご連絡ください。
　問合せは、市民税課普通徴収係（３３
５・４４４１）へ。

大規模開発事業の土地利用構想
意見書と見解書の写しの縦覧
▽期間 ６月20日（火）から７月４日（火）
午前８時半～午後５時（土・日曜日を除
く）
▽場所 市役所７階計画課
▽内容
○開発事業者　府中片町インベストメ
ント　
○所在地 片町３の22の４
○面積 10,087．68平方メー

トル

○土地利用目的　商業施設
▽問合せ 計画課地域まちづくり担当
（３３５・４３３５）

平成18年度地域密着型
サービス事業者説明会

▽日時 ６月20日（火）午前10時～11
時
▽会場 市役所北庁舎３階会議室
▽対象 市内に地域密着型サービス事
業所の設置を希望する事業者（１事業
者２人まで）
▽内容 介護保険制度の地域密着型
サービスについての基準や手続きの方
法について
▽問合せ 高齢者支援課福祉施設指導
監理担当（３３５・４１０５）

多磨駅東口自転車駐車場の
利用料金などの変更
　７月１日（土）から、多磨駅東口自転
車駐車場の利用料金などが変更になり
ます。
▽開設日時　毎日の24時間
▽利用料金　下の表のとおり
▽駐車台数　自転車220台、オートバイ
25台
▽定期利用の申込み　６月26日（月）か
らの午前７時～10時、午後４時～７時
に、多磨駅東口自転車駐車場へ／先着
順

▽問合せ 地域安全対策課施設管理
係（３３５・４０６９）、または自転車
駐車場整備セン

ター管理部（０３・３６６
７・１２４１）

心身に障害のある子供の
就学相談

　市では、平成19年度に小・中学校へ
入学する、発達の遅れや心身に障害
のある子供の就学相談を行っていま
す。相談には、専門の相談員が応じま
す。
▽日時 月曜から金曜日の午前９時
～午後５時
▽場所 教育セン

ター

▽対象 次のいずれかに該当する、
発達の遅れや心身に障害のある市民
○平成12年４月２日から平成13年４
月１日生まれの幼児
○小学６年生
○現在、就学猶予、または免除されて
いて、平成19年４月から就学を希望
する方
▽費用 無料
▽申込み・問合せ　教育セン

ター（３６４・６
６２０）へ

社会福祉法人などによる利用者
負担額軽減対象確認証の交付
　要介護認定を受けている方で、世
帯全員が住民税非課税の方に、介護
老人福祉施設と短期入所生活介護の
利用料の助成が受けられる利用者負
担額軽減対象確認証を交付します。
▽対象 次のすべてに該当する方
○住民税非課税世帯であること
○年間収入が単身150万円、世帯員
が１人増すごとに50万円を加算し
た額以下であること
○預貯金の額が単身350万円、世帯
員が１人増すごとに100万円を加算
した額以下であること
○日常生活のための資産以外に資産
がないこと
○負担能力のある親族などに扶養さ
れていないこと
○介護保険料を滞納していないこと
○生活保護を受けていないこと
▽助成率 利用者負担額（介護費負
担、居住費、滞在費、食事代）の２分の
１、または４分の１
▽申込み 決められた用紙（市役所
１階高齢者支援課に用意）で高齢者
支援課へ／ケアマネージャーを通し
ての申込み可
※現在、利用者負担額軽減対象確認
証をお持ちの方には、申請用紙を送
付しましたので、引き続き利用を希

望する方は６月30日（金）までに、提
出してください。
▽問合せ 高齢者支援課介護保険係
（３３５・４０３１）

介護保険負担限度額
認定証の交付

　要介護認定を受けている方で、世
帯全員が住民税非課税の方に、介護
保険施設の入所、またはショートス
テイ利用時の食費と居住費（滞在費）
に自己負担額の上限が設定される認
定証を交付します。
▽対象・負担限度額　下の表のとお
り
▽申込み 介護保険被保険者証、印
鑑を持って、市役所１階高齢者支援
課へ
※平成18年１月１日以降に府中市に
転入した方は、前住所地発行の所得
証明書が必要です。
※現在、負担限度額認定証の交付を
受けている方には、更新の案内を送
付しましたので、６月30日（金）まで
に、手続きをしてください。
▽問合せ 高齢者支援課介護保険係
（３３５・４０２１）

小学生バレーボールの
つどい参加チーム募集

▽日時 ８月26日（土）午前９時～午
後４時
▽会場 総合体育館
▽対象 市民、市内在学の小学３～
６年生

▽費用 無料
▽内容 ９人制ソフトバレーボール／
チーム編成は１チーム14人まで
▽申込み ７月５日（水）までに、決め
られた用紙（市役所６階児童青少年課
に用意）で、児童青少年課へ
▽問合せ 児童青少年課青少年係（３
３５・４４２７）

■環境審議会
　６月19日（月）午後６時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは環境保全課公害係
（３３５・４１９６）へ
■環境推進協議会
　６月20日（火）午後６時半　市役所
北庁舎３階会議室／傍聴希望の方は当
日直接会場へ／問合せは環境保全課公
害係（３３５・４１９６）へ
■NPO・ボランティアとの協働推進懇
談会
　６月22日（木）午前10時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先着
10人）は当日直接会場へ／問合せは市
民活動支援課支援係（３３５・４０３
５）へ

◆介護保険負担限度額（１日あたり）◆

利用者負担
段階 対象

居住費などの負担限度額
食費の負
担限度額ユニット

型個室
ユニット
型準個室

従来型
個室 多床室

第１段階
世帯全員が住民税非課税
で、老齢福祉年金受給者、
または生活保護受給者

820円 490円

490円
（320円） 0円 300円

第２段階

世帯全員が住民税非課税
で、合計所得金額と課税
年金収入額の合計が80
万円以下の方

490円
（420円）

320円

390円

第３段階
世帯全員が住民税非課税
で、利用者負担段階が第
２段階以外の方

1,640円 1,310円 1,310円
（820円） 650円

※第１～３段階以外の方は、施設との契約により負担額が設定されます。
※（　）内の金額は、介護老人福祉施設と短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護を利用した場合の負
　担限度額です。

◆多磨駅東口自転車駐車場利用料金◆

区分
料　金

一時利用
（１日・１回）

定期利用
１か月 ３か月 ６か月

自転車一般
100円

1,800円 5,100円 9,900円

自転車学生 1,500円 4,500円 9,000円

オートバイ小
（50cc以下） 150円 2,500円 7,500円 15,000円

オートバイ中
（125cc以下） 200円 3,000円 9,000円 18,000円

オートバイ大
（125ccを超える） 300円 4,000円 12,000円 24,000円

▲ 

チ
ー
ム
の
心
を
一
つ
に

　５月29日に、西府町２丁目の武蔵府中熊野
神社古墳の石室から出土した銀象嵌鞘尻金
具１点、棺金具１点、鉄刀

とう

子
す

５点、鉄釘145点、
ガラス小玉６点を、市の重宝に指定しました。
　出土品は、現在、郷土の森博物館で展示し
ています。
　問合せは、文化財担当（３３５・４４７３）
へ。▲銀象嵌鞘尻金具

「武蔵府中熊野神社古墳（国史跡）出土

銀象嵌鞘尻金具他一括品」を

市の重宝に指定

ぎん ぞう がん さや じり
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観光ガイドツアー「こだわりの逸
品を発見！体験！府中ワールド」

　豊かな自然と歴史、文化の薫るまち
府中と個性的な打ち立てのそばの食体
験を、観光案内人ボランティアが徒歩
で案内します。
▽日時 ６月19日（月）午前９時～午
後１時半
▽集合場所　観光情報セン

ター

▽定員 先着10人
▽費用 1000円（食事代、保険代）
▽行程 観光情報セン

ター～大國魂神社～妙
光院～サントリー武蔵野ビール工場～
そば処
▽申込み 電話で府中市観光協会事務
局へ
▽問合せ 府中市観光協会事務局（３
３５・４０９５＝経済観光課内）、また
は観光情報セン

ター（３０２・２０００）

100万人の
キャンドルナイトin府中

　「でんきを消してスローな夜を」を合
言葉に、今年も大國魂神社参道にキャ
ンドルをともします。ぜひ、お越しくだ
さい。
▽日時 ６月17日（土）午後６時～９
時
▽会場 大國魂神社参道、フォーリス
前
▽内容 キャンドル点灯（１個300円）、
エスニック音楽のライブ演奏ほか
※午後４時から、キャンドルスタンド
作り（先着20人／費用200円）を実施し
ます。
▽問合せ 経済観光課商工係（３３５・
４１４２）、またはむさし府中商工会議
所（３６２・６４２１）

ジュニアスポーツ
指導者講習会

▽日時 ７月１日（土）午後７時
▽会場 生涯学習セン

ター

▽対象 ジュニアスポーツ団体の監
督・コーチ
▽定員 先着250人
▽費用 無料
▽内容 スポーツ事故の法的責任
▽講師 日野一男氏（実践女子短期大
学教授）
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 体育課振興係（３３５・４４
９９）

都市計画施設区域内の
建築制限を緩和

　事業の実施が近い将来見込まれてい
ない区域について、地権者の負担軽減
を図るため、建築の制限を緩和します。
▽実施日 ７月１日（土）から
▽対象 都市計画道路の優先整備路線
以外の路線、都市計画公園・緑地の優先

整備区域以外の区域
▽問合せ 都市計画道路について
は、計画課土地利用担当（３３５・４
４１２）、都市計画公園・緑地につい
ては、公園緑地課緑化推進係（３３
５・４３１３）

スズメバチの巣にご注意を

　スズメバチは、夏から秋にかけて
活発に活動し、ほかの種類のハチよ
り攻撃的で危険です。
　市では、一般家庭にあるスズメバ
チの巣に限り駆除しています。
　なお、ほかの種類のハチの駆除は、
自主的に行うか、専門業者に依頼し

てください。
▽ハチに刺されないための予防と刺
されたときの処置
○巣を見つけても、近づかず、静かに
後ずさりで離れましょう
○ハチは黒い色に対して非常に敏感
に反応します。外出の際は、白や明る
い色の服などを身につけましょう
○室内に入ってきたときは、追い
払ったりしないで、窓を開けて静か
に出て行くのを待ちましょう
○刺されたときは、水や保冷剤で傷
口を冷やし、速やかに医師の診断を
受けましょう
　問合せは、環境保全課整備係（３３
５・４１９５）へ。

児童手当・児童育成手当
現況届の提出を

　６月は、児童手当・児童育成手当の
切り替え月です。現在、手当を受けて
いる方に、現況届の用紙を６月９日
に郵送しましたので、期間中に提出
してください。現況届を提出しない
場合は、６月分以降の手当が受けら
れません。
　なお、６月以降に市外へ転出する
方や所得制限超過などの理由で６月
分以降の手当が受給できない方も必
ず提出してください。
▽期間 ６月 19日（月）から 24日
（土）午前９時～午後４時半（24日は

正午まで）
▽場所 市役所北庁舎３階会議室
▽問合せ 子育て支援課育成係（３３
５・４１００）

平成19年度ジュニアスポーツ
活動事業補助金の説明会
　平成19年度ジュニアスポーツ活動
事業補助金の交付についての説明会を
開催します。
▽日時 ７月１日（土）午後６時
▽会場 生涯学習セン

ター

▽対象 ジュニアスポーツ団体の会
計・経理担当者
▽補助金交付対象団体　次のすべてに
該当する団体
○市内に活動基盤を持つ少年・少女の
スポーツクラブであること
○クラブ員がおおむね10人以上で、
小・中学生の市民であること
○スポーツ活動を通して、クラブ員の
健全育成を目的としていること
○クラブ員の健全育成のために側面的
な援助ができる成人による組織を持
ち、代表者が市民であること
○クラブの健全な運営のための取り決
めがあり、継続的、計画的かつ民主的に
運営されている団体であること
※新規で交付を希望する団体は、事前
に体育課へお問い合せください。
▽問合せ 体育課振興係（３３５・４４
７７）

　市では、生涯学習の活動のお手
伝いとして、皆さんが主催する学
習会などに市職員が出向き、市の
業務や制度などについて、専門知
識を生かした出前講座を実施して
います。
　ぜひ、ご利用ください。
▽日時 原則として、月曜から土
曜日の午前９時～午後９時のうち
２時間以内
▽会場 市内で申込者が指定した

場所
▽対象 市民、市内在勤・在学の方で
構成された10人以上の団体
▽費用 無料／講座によっては材料
費などの実費が必要
▽内容 下の表のとおり
※詳しくは、各文化センターなどに
あるパンフレット、または市のホー
ムページ（http://www.city.fuchu.to
kyo.jp/）をご覧ください。
▽申込み　開催予定日の20日前まで

に、市役所８階生涯学習課へ／ＦＡ
Ｘ（３６５・３５９３）可
▽問合せ　生涯学習課企画振興係
（３３５・４４６４）

●出前講座メニュー●
【市政】
○情報公開制度のしくみ
○府中市の財政状況
○やさしい住民税の話
○固定資産税の話
○適正、公平な市税の徴収について
○暮らしに役立つ届け出や証明
○住基ネットとは
○わたしたちの公職選挙法
○市議会の仕組みと役割について
【暮らし】
○消費者相談について
○国民年金のしくみ～明日のあなたを
考えて
○家づくりのルール～建物と法律につ
いて
○トイレなどの簡単な故障直し
○府中国際交流サロンの活動紹介
○姉妹都市佐久穂町・友好都市ウィーン
市ヘルナルス区について
○男女共同参画社会をめざして
○文化美術講座　近代美術と武蔵野
【産業】
○府中市の農業振興
○府中市の工業
【福祉】
○福祉サービス第三者評価
○成年後見制度について
○高齢者の福祉について
○介護予防について

○高齢者見守りネットワークについて
○介護保険制度について
○府中市の子育て支援について
○守ろう！子どもの生命（いのち）、防ごう！
児童虐待
【子育て】
○府中市の学童クラブ
○在宅子育て支援について
○子どもに絵本を
【健康】
○国民健康保険のしくみ～健康、いい顔ハッ
ピーライフ
○丈夫な歯は元気のみなもと
○8020（ハチマル・ニイマル）達成をめざし
て
○いきいき健康づくり講座
○健康ふちゅう21～あなたも元気いっぱい
サポーター
○生活習慣病予防の食生活～健診結果はい
かがでしたか
○ライフステージに合わせた食生活
○骨コツとろうカルシウム
○キッズ栄養教室
○親子の料理教室
【防災】
○防災知識講座
○地震体験講座
○ちょこっと共済制度
○ストップ・ザ交通事故～交通安全教室
○防犯講座
○あなたの家は安全ですか～わが家の耐震
診断

【環境】
○私たちのくらしと環境問題～調べてみよ
う身近な環境
○府中市まちの環境美化条例に伴う取り組
み
○府中市ISO14001環境マネジメントシス
テムと地球環境
○家庭でできるごみ減量大作戦
【まちづくり】
○狭あい道路拡幅整備事業について
○都市景観づくり
○都市計画
○府中駅南口再開発事業について
【教育】
○子どもの心の理解～教育相談の立場から
○地域に根ざした教育
○これからの学校
○真の学力について
○府中市の学校給食について
○府中市の幼稚園
○郷土の森博物館の活用法～楽しく学ぼう
○生涯学習～学び返しのすすめ
○知っているとおトクな図書館の上手な使
い方
【歴史】
○府中と多摩川の自然誌
○国府と宿場の町・府中
○府中の文化財を知ろう！～市内文化財め
ぐり
○遺跡の発掘調査を学ぼう！
○発掘が語る府中の歴史

▲ 生涯学習の一環としてご利用く
ださい

ふちゅうカレッジ出前講座ふちゅうカレッジ出前講座
ご利用くださいご利用ください

▲ 

ス
ズ
メ
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チ
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す
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープン・カレッジ」／Ｆ
　講座名・日程・時間は下の表のとおり
　語学室／定員各30人／無料（希望者
のみテキスト代が別に必要）／申込み
は各講座の初回の前日まで（必着）に、
はがき、またはFAX（336・5709）に講座
名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番
号を記入して、当セン

ター学習事業係へ／電
子申請、または講座応募箱での申込み
可／定員を超えた場合のみ参加の可否
を連絡

生涯学習セミナー受講生募集

実技セミナー

■インターネット・電子メール入門／Ｆ
　コース・日程は下の表のとおり　パ
ソコン学習室／対象は平成３年４月１
日以前生まれの市民で文字入力ができ
る初心者の方／定員各19人／費用2900
円（受講料・教材費）／講師は悠学の会
パソコンボランティア／申込みは６月
19日（月）まで（当日消印有効）に、往復
はがきに希望コース名、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号、返信用あて名
を記入して、当セン

ター学習事業係へ／電子
申請可／申込み多数の場合は初めての
方を優先して抽せん

　３６８・７９２１
観覧料　２００円（中学生以下１００円）

■わらぞうり教室
　６月25日（日）午後１時～３時　ふる
さと体験館／対象は小学５年生以上の
方／先着10人／費用1000円／講師は
波多野誠山氏（わらぞうり製作指導者）
／申込みは電話で当館へ

■夏休みスペシャル企画「オーロラ
セット券」の発売
　有効期間は７月22日（土）から９月３

日（日）／費用大人600円、中学生以下
200円（博物館観覧料が別に必要）／
内容は写真展「宙風（そらかぜ）オー
ロラ」とプラネタリウム夏番組「ムー
ミン谷のオーロラ」の割引セット券
／６月14日（水）から当館、府中の森
芸術劇場、府中グリーンプラザで発
売

あじさいまつりの催し
郷土の森

　７月２日（日）まで、郷土の森博物
館で「あじさいまつり」を開催してい
ます。約30種１万株の色とりどりの
アジサイが、雨のしずくとともに一
層色鮮やかに咲き誇ります。初夏の
風情を、ぜひ、お楽しみください。
■梅味のつどい
　６月18日・25日（日）午前11時～午
後３時（なくなり次第終了）　本館前
／無料／内容は梅園で採れた梅の実
を材料にした梅ジュースの試飲と作
り方の紹介

　３３６・３３７１

■企画展関連シンポジウム「プライ
ベート・コレクションのひそかな愉
しみ」
　６月25日（日）午後２時　講座室／
無料／パネリストは樋田豊次郎氏

（アート・インタラクティヴ東京理事
長）ほか／当日直接会場へ

　３３５・６２１１

■日本フィル夏休みコンサート
　８月４日（金）午後２時　どりーむ
ホール／入場料大人Ｓ席5000円、Ａ
席4000円、Ｂ席3000円、子供Ｓ席3200
円、Ａ席2500円、Ｂ席1800円／出演
は下野竜也（指揮）、江原陽子（お話と
歌）、佐 利恭子（バイオリン）ほか／
曲目はストラビンスキー…「火の
鳥」、エルガー…「威風堂々」ほか／３
歳以下のお子さんの入場不可
■人形浄瑠璃「文楽」
　10月19日（木）①午後２時・②６時
　ふるさとホール／入場料3800円

（全席指定）／出演は①豊竹十九大夫
（太夫）・吉田文雀（人形）、②豊竹咲大
夫（太夫）・吉田文吾（人形）ほか／演
目は①「菅原伝授手習鑑～寺入りの
段」「釣女」、②「曽根崎心中～生玉社
前の段」ほか／解説付き／チケット
予約は６月18日（日）から／発売は翌
日から／小学校入学前のお子さんの

帳、または愛の手帳をお持ちの方でパ
ソコンの基本操作ができる方／先着４
人／内容はMS－WORDを使った簡単
な文章づくりほか／手話通訳、入力装
置などが必要な方は申込み時にお知ら
せください／申込みは当セン

ターへ

　３３０・２０１０

■介護予防健診
　７月31日（月）から８月４日（金）午前
９時、午後１時／対象は65歳以上の市
民／定員300人（抽せん）／無料／内容
は健診票による質問、身体・体力測定／
申込みは６月30日（金）まで（必着）に、
はがき（１人１枚）に住所、氏名（ふりが
な）、生年月日、電話番号を記入して、当
セン
ターへ／健診日時は後日通知

　・社会福祉協議会 ３６４・５１３７

　・府中ボランティアセン
ター ３６４・００８８

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　６月27日（火）午後１時半～３時半　
白糸台文化セン

ター／対象は市民／先着30人
／無料／内容は病気の話「老化につい
て」…講師は新谷義克氏（医師）、福祉の
話「老人ホームのあれこれ」／協力は府
中市医師会／申込み・問合せは社会福
祉協議会在宅サービス課（334・3040）
へ
■「福祉まつり・健康まつり」ポスター
画募集
　テーマは「みんなにやさしいまち」／
申込みは７月31日（月）までに、作品（画
用紙サイズ）の裏に住所、氏名、電話番
号を記入して、社会福祉協議会へ／郵
送可／問合せは当協議会へ
■夏休み親子１泊旅行
　７月21日（金）・22日（土）の１泊２日
　富士サファリパークほか／対象は小
学生以下の子供がいるひとり親家庭の
市民／定員45人／費用大人4000円、子
供3000円、３歳以下2000円（昼食代は
自己負担）／申込みは６月22日（木）午
後５時まで（日曜日を除く）に、電話で
社会福祉協議会へ／申込み多数の場合
は初めての方を優先に抽せん／問合せ
は当協議会へ　
■夏のボランティア体験学習
　日程は下の表のとおり／対象は市
民、または市内在学の中学～大学生（専
門学校生などを含む）でオリエンテー
ション・反省会に出席できる方／定員 
250人（抽せん）／無料／内容は施設体
験コース…市内の高齢者施設、障害者

（児）施設、児童施設、病院でのボラン
ティア体験、特別体験コース（施設体験
コース参加者のみ参加可）…ＮＰＯ・ボ
ランティア団体や市が行っている事業
でのボランティア体験／施設体験コー
スは１人１施設で、施設は府中ボラン
ティアセン

ターで決定／申込みは６月27日
（火）までに、決められた用紙（当セン

ターなど
に用意）で当セン

タ－へ／問合せも当セン
ターへ

入場不可

■夏休み劇場ウォッチング
パイプオルガン大冒険！

　７月29日（土）①Ａコース…午前11
時、②Ｂコース…午後３時　ウィー
ンホール／対象は市民で①小学１・
２年生と保護者、②小学３～６年生
と保護者／定員各500人（抽せん）／
無料／内容はパイプオルガンの演奏
体験（小学生のみ）、楽器の仕組みを
知るほか／案内役は米山浩子氏（パ
イプオルガン奏者）
「落語」ってなに!?

　８月26日（土）午前10時、午後１時
半　ふるさとホール／対象は小学生
の市民と保護者／定員各500人（抽
せん）／無料／内容は舞台の仕組み
の体験（小学生のみ）、落語の歴史や
しぐさの解説ほか／案内役は古今亭
菊朗氏（落語家）

◇　　　◇　　　◇
　申込みは は７月１日（土）、 は
７月21日（金）まで（当日消印有効）
に、はがき、またはFAX（335・6219）
に参加希望者全員の住所、氏名、学校
名・学年、電話番号、保護者氏名（１
人）、 はコース名、 は希望時間を
記入して、当劇場 「パイプオルガン
大冒険！」係、「『落語』ってなに!?」
係へ／問合せは事業係（335・6210）
へ

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「ふしぎに見
える？」
　６月24日（土）午後１時半～４時　
学習室／対象は小学３年生以上の方
／先着25人／費用300円／内容は中
の絵が立体的に見える箱やペーパー
ドラゴンを作り、錯覚について学ぶ
／協力は科学体験クラブ府中／申込
みは６月11日（日）午前９時から当館
へ（電話可）

　・子供サイエンススクール　３３６・６８００

■子供サイエンススクール「炭電池
作り」
　６月24日（土）午前９時半～午後零
時半／対象は小学４～６年生／先着
30人／無料／ 内容は乾電池の中身
を調べ、備長炭やアルミホイルで電
池を作る／講師は中嶋眞美子氏（一
小教諭）ほか／申込みは６月19日

（月）・20日（火）午前９時～正午、午後
１時～４時半に、電話で当セン

ターへ

　３６０・１３１２／ FAX３６８・６１２７

心身障害者福祉 セン
ター

■パソコン講習会
　６月27日（火）から29日（木）午後１
時半～３時／対象は身体障害者手

◆エル・ネット「オープン・カレッジ」◆
講 座 名 日　程 時　間 全回数

現代詩の味わい ７月24日・31日（月）
午前10時～
11時50分

２

ボランティア活動と社会参加 ７月12日（水）
午前10時～
11時20分

１

遺伝子がつくる文明 ７月26日（水）
午前10時～
11時50分

１

鑑賞のための音楽と楽譜の歴史 ７月７日・14日・21日（金） ３

シルクロード探訪～敦煌壁画は何故残

されてきたのか
７月28日（金）

午前10時～
正午

１

コース名 日　程
オリエンテ－
ション ７月21日（金） 午後２時～４時

施
設
体
験
コ
ー
ス

Ａコ－ス ７月24日（月）から
28日（金）

①午前コース
午前10時～正午
②午後コース
午後１時～３時
③１日コース
午前10時～

午後３時

Ｂコ－ス ７月31日（月）から
８月４日（金）

Ｃコ－ス ８月７日（月）から
11日（金）

特別体験
コース

７月22日（土）から
８月17日（木）

１日・宿泊コー
スなどを予定

反省会 ８月18日（金） 午後２時～４時
※ 施設の都合で体験日数・時間が異なる場合がありま
す。

コース 日　程

A コース ７月７日（金）・12日（水）・14日
（金）・18日（火）

B コース ７月21日（金）・25日（火）・26日
（水）・28日（金）

※時間は、いずれも午後１時半～４時半。

▲

手
足
を
使
っ
て
編
み
ま
す

▲ 
人
形
を
操
る
伝
統
の
技
を
ご
覧
く
だ

さ
い


